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 遠藤周作ら日本のキリスト教作家に関する 17 の論考を収録 

 

M.ウィリアムズ、V.ゲッセル、山根道公編 

日本のキリスト教作家ハンドブック 
Handbook of Japanese Christian Writers 

 
 
Williams, Mark / Gessel, Van / Yamane, Michihiro (eds.), Handbook of Japanese 

Christian Writers. (Japan Documents Handbooks Series) pp. 2022:9 (Japan 
Documents, JA) <251-39202> 
ISBN 978-4-909286-10-9 hard ¥28,875 (税込) 

 
日本におけるキリスト教への改宗は150年かけて

人口のわずか 1％ほどにとどまっています。一方で

洗礼を受けた、あるいはキリスト教の教えに大いに

影響を受けた作家の割合は、それよりはるかに高い

と言えます。 

本書は北村透谷、島崎藤村、有島武郎、芥川龍

之介、八木重吉、堀辰雄、永井隆、太宰治、椎名

麟三、島尾敏雄、安岡章太郎、三浦綾子、遠藤周

作、小川国夫、加賀乙彦、曽野綾子、高橋たか子

といったキリスト教の教えに影響を受けた作家・

小説家に関する論考を集めたハンドブックです。

各論考は、こうした作家たちのキリスト教の教え

に影響を受けた著作に用いられたテーマや比喩を考察しています。 

 本書を日本研究、キリスト教、日本文学に関心をもつ研究者・研究室に必

備の一冊としてお薦めいたします。 
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